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平成27年度
一般会計・特別会計・公営企業会計決算

　第３回定例会は９月２日から９月15日までの14日間の日程で開催され、
平成27年度一般会計決算認定を含む議案16件、諮問１件などについて慎重
審議しました。

議案第40号　　岡垣町固定資産評価審査委員会委員の選任について
諮問第１号　　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
議案第41号　　岡垣町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例
議案第42号　　岡垣町空家等対策協議会設置条例の制定について
議案第43号　　岡垣町海老津駅前広場駐車場条例の制定について
議案第44号　　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　　平成28年度　岡垣町一般会計補正予算（第２号）
議案第45号　　平成28年度　岡垣町一般会計補正予算（第３号）
議案第46号　　平成28年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
議案第47号　　平成27年度　岡垣町一般会計歳入歳出決算認定について
議案第48号　　平成27年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
議案第49号　　平成27年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
議案第50号　　平成27年度　岡垣町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について
議案第51号　　平成27年度　岡垣町水道事業会計利益の処分及び決算認定について
議案第52号　　平成27年度　岡垣町下水道事業会計利益の処分及び決算認定について
議案第53号　　岡垣町道路線の認定及び廃止について
議案第54号　　監査委員の選任について
議案第55号　　岡垣町地域情報伝達無線システム整備工事（第１期工事）請負契約について
報告第５号　　平成27年度決算に基づく健全化判断比率等の報告について
報告第６号　　平成27年度　公益財団法人岡垣サンリーアイ文化スポーツ振興財団決算報告について

認定

海老津駅前駐車場

岡垣サンリーアイ

危険家屋（撤去済み）

浄水場
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　審査意見書より（抜粋）

　岡垣町は過去から他の地方自治体と比較すると良好な財政状況を保ってきている。しかし、財政構造と
して自主財源の比率は高いとは言えず、地方交付税や臨時財政対策債、地方消費税交付金、国庫支出金な
どの依存財源の状況に影響を受けやすい。財政状況は、過去からの財政収支の積み重ねで表されるもので
あり、計画的な取り組みが重要である。
　平成28年度から「第５次総合計画後期基本計画」がスタートし、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲
げる施策も本格化してきている。また、今後、公共施設の維持更新や公債費の増加等も見込まれており、
これらの財源確保をしながら進めていく必要がある。
　今後の財政運営においても、常に長期的な視点に立ち、引き続き効率的・効果的な事業遂行に徹しつつ、
将来の地域活性化に向けた事業展開を図り、良好な財政状況が保たれるように努力されたい。

■平成27年度　岡垣町各会計別決算概要�
（単位：円）

区　　分 収　入　額 支　出　額 差　引　額

一　般　会　計 10,574,234,771 10,062,722,196 511,512,575

特
別
会
計

国民健康保険事業 4,302,999,939 4,348,312,325 △45,312,386

後期高齢者医療 540,068,226 528,610,165 11,458,061

住宅新築資金等貸付事業 3,596,033 771,378 2,824,655

企
業
会
計

水道事業
収益的収支 488,753,213 469,823,445 18,929,768

資本的収支 152,992,480 336,013,771 ―

下水道事業
収益的収支 965,816,089 895,860,504 69,955,585

資本的収支 577,775,400 825,239,635 ―

　※企業会計は、税抜きの金額です。資本的収支の不足額は、公営企業に留保している資金で補っています。

■全員協議会の議題
　① 国道３号岡垣バイパス４車線化整備促進期成会の設立
　② 庁舎内における課の配置変更
　③ 岡垣町議会住民懇談会
　④ 岡垣町議友会との懇談会
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■決算議会審議状況（連合審査会：主な質疑内容）

〇総括
・第５次総合計画前期基本計画最終年の達成状況
・定住促進
・少子化対策
・空き家対策
・北斗七星のＰＲ推進
・国道３号４車線化
・財政状況
・社会教育

〇総務費
・ふるさと納税の状況
・職員研修
・ボランティアセンターの利用者数
・外国語指導助手の状況
・情報プラザ人の駅利用者数と収益

〇民生費
・老人憩の家３施設の維持管理
・いこいの里バイオマスボイラーの効果
・敬老祝金（プレミアム商品券）

〇衛生費
・環境公害対策
・母子健康づくり支援
・街路樹などの落ち葉処理

〇農林水産業費
・有害鳥獣駆除
・町有林の整備状況
・企業誘致

〇商工費
・中心市街地活性化
・駅前イルミネーション
・観光施設の維持管理
・観光協会の物産販売実績
・焼酎「岡垣」の状況
・消費生活対策

〇教育費
・小中学校の扇風機の設置効果
・適応教室の運営状況

〇その他
・下水道の老朽化と普及率
・国保の広域化
・特定検診率
・こども未来館の天体観測利用状況

上　畑 野　間

■国道３号岡垣バイパス４車線化の早期実現に向けて
　国道３号沿線地域の産業、経済、文化、観光の発展並びに住民生活の向上に寄与することを目的に宗像市・
福津市・水巻町・遠賀町の協力を得て、国道３号岡垣バイパス４車線化整備促進期成会が２市３町で発足しま
した。
　議会としても引き続き全力で取り組みます。

未完成の国道３号岡垣バイパス
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内　　　容
採
決
日

議席番号 １ 2 ３ 4 ５ ６ 7 8 9 10 11 12

結果

小
野
　
元
次

市
津
　
広
海

西
　
美
千
代 
下
川
路
　
勲

広
渡
　
輝
男

三
浦
　
　
進

平
山
　
正
法

曽
宮
　
良
壽

森
山
　
浩
二

神
崎
　
宣
昭

木
原
　
大
輔

太
田
　
　
強

岡垣町固定資産評価審査委員会委員の選任について 9/2 同意 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 9/2 適任 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を
改正する条例 9/15 可決 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町空家等対策協議会設置条例の制定について 9/15 可決 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町海老津駅前広場駐車場条例の制定について 9/15 可決 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決処分の承認を求めることについて
－平成28年度　岡垣町一般会計補正予算（第２号）－ 9/2 承認 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成28年度　岡垣町一般会計補正予算（第３号） 9/15 可決 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成28年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号） 9/15 可決 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成27年度　岡垣町一般会計歳入歳出決算認定について 9/15 賛成多数
認定 〇 〇 ● 欠 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

平成27年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計歳入歳出
決算認定について 9/15 認定 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成27年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について 9/15 賛成多数

認定 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

平成27年度　岡垣町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳
入歳出決算認定について 9/15 認定 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成27年度　岡垣町水道事業会計利益の処分及び決算認
定について 9/15 可決及び

認定 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成27年度　岡垣町下水道事業会計利益の処分及び決算
認定について 9/15 可決及び

認定 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町道路線の認定及び廃止について 9/15 可決 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

監査委員の選任について 9/15 同意 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町地域情報伝達無線システム整備工事（第１期工事）
請負契約について 9/15 可決 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議決の状況について
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠
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   平成27年度　岡垣町一般会計
歳 入 歳 出  決 算 認 定

反 

対

平
山
　
正
法
　
議
員

　

定
住
促
進
対
策
事
業
や
保
育
の

充
実
、
観
光
事
業
を
は
じ
め
、
三

里
松
原
の
環
境
保
全
の
取
り
組
み

は
評
価
で
き
る
。

　

妊
婦
健
診
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

継
続
、
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
制

度
、
児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

も
評
価
で
き
る
が
、
さ
ら
な
る
拡

充
を
求
め
る
。

　

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側

道
路
等
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

完
成
間
近
の
今
で
も
多
く
の
町
民

か
ら
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

　

実
質
収
支
額
を
平
成
28
年
度
に

繰
り
越
す
こ
と
も
大
切
だ
が
、
高

齢
者
支
援
・
子
育
て
支
援
な
ど
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
さ
ら
な
る

充
実
や
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

を
求
め
て
反
対
す
る
。

西
　
美
千
代
　
議
員

　

平
成
27
年
度
決
算
に
お
い
て

は
、
保
育
の
充
実
の
た
め
の
取
り

組
み
や
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
の
開
設
、

北
斗
七
星
を
拠
点
と
し
た
観
光
事

業
等
を
展
開
さ
れ
て
き
た
。

　

人
口
減
少
や
少
子
化
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
評
価
す

る
。

　

し
か
し
、
自
由
通
路
に
関
し
て

は
、
形
が
見
え
て
き
た
今
で
も
町

民
の
方
か
ら
、
監
視
カ
メ
ラ
や
防

犯
体
制
を
き
ち
ん
と
整
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
見

が
聞
か
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
防
犯
上

大
き
な
不
安
の
あ
る
自
由
通
路

は
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

主
張
を
変
え
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
反
対

す
る
。

観光ステーション北斗七星Book座Cafe（情報プラザ内）

完成間近の駅南側広場開通間近の海老津白谷線
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   平成27年度　岡垣町一般会計
歳 入 歳 出  決 算 認 定

広
渡
　
輝
男
　
議
員

小
野
　
元
次
　
議
員

　

地
方
創
生
元
年
の
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

推
進
す
る
平
成
27
年
度
一
般
会
計

決
算
は
、
実
質
収
支
４
億
２
４
２

０
万
円
の
黒
字
決
算
で
あ
る
。

　

主
要
な
財
源
の
固
定
資
産
税
や

住
民
税
は
減
少
す
る
中
、
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
地
方
債
の
９
億

円
余
の
発
行
や
基
金
か
ら
４
億
円

余
を
繰
り
入
れ
、
教
育
、
福
祉
、

農
業
、
住
民
の
生
活
基
盤
の
成
果

に
対
し
て
一
定
評
価
す
る
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
道
路
等

整
備
事
業
も
総
事
業
費
24
億
８
３

０
０
万
円
で
本
年
中
に
完
成
の
見

込
み
で
あ
る
。
海
老
津
駅
南
側
道

路
等
を
活
用
し
て
、
積
極
的
か
つ

大
胆
に
駅
南
側
開
発
促
進
や
定
住

促
進
対
策
の
着
実
な
実
行
を
求
め

て
賛
成
す
る
。

神
崎
　
宣
昭
　
議
員

太
田
　
　
強
　
議
員

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
は

歳
入
歳
出
と
も
に
１
０
０
億
円
を

超
え
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
て
い

る
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
は

大
幅
な
増
収
で
あ
る
が
、
町
税

は
、
前
年
比
５
４
４
万
円
の
減
収

と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
第
５
次
総

合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
総
仕
上

げ
の
年
で
あ
り
、
魅
力
あ
る
元
気

な
ま
ち
に
す
る
取
り
組
み
を
実
行

す
る
と
同
時
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
「
第

５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

の
策
定
を
行
っ
た
こ
と
、
多
岐
に

わ
た
り
き
め
細
か
な
政
策
を
立
て

公
正
的
確
に
予
算
執
行
し
、
岡
垣

町
の
住
み
良
さ
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立

し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
賛
成

す
る
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
の

実
質
収
支
額
４
億
２
４
２
０
万
円

は
、
全
額
28
年
度
に
繰
り
越
さ
れ

た
。
町
税
収
入
は
、
前
年
比
99
・

８
％
で
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来

で
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
効

果
的
、
効
率
的
な
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
第
５

次
総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

３
つ
の
将
来
像
「
自
然
の
恵
み
を

守
り
、
活
か
し
輝
く
ま
ち
」「
皆

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
」「
地
域
を
愛
し
、
心
豊
か
な

人
が
育
つ
ま
ち
」
の
中
に
重
点
課

題
を
捉
え
着
実
に
実
行
に
移
さ
れ

て
い
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

も
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
農
業

基
盤
の
整
備
や
英
語
教
育
改
革
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
２
０
１
６
の
策
定

な
ど
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
１
０
０
億

円
を
超
え
て
い
る
。
町
の
財
政

力
・
財
政
構
造
な
ど
を
判
断
す
る

財
政
力
指
数
・
実
質
収
支
比
率
・

経
常
一
般
財
源
比
率
・
経
常
収
支

比
率
に
お
い
て
、
良
好
な
財
政
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
持
し
て
い
る
。

　

財
政
健
全
化
に
お
い
て
も
実
質

赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
・

実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負
担
比

率
は
、
健
全
な
状
況
で
あ
る
。
基

金
は
、
約
52
億
６
０
０
０
万
余
円

の
積
立
金
が
あ
る
が
、
日
本
は
地

震
国
で
大
災
害
も
予
想
さ
れ
て
い

る
。「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
」
は
、
総
合
計
画
の
大
切
な
基

本
で
あ
る
。
弾
力
性
あ
る
安
定
し

た
行
財
政
運
営
を
評
価
し
賛
成
と

す
る
。

賛 

成
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曽
宮　

岡
垣
町
の
底
力
「
経
済
基

盤
」
に
つ
い
て
、
町
長
の
認
識
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

人
口
減
少
は
地
方
自
治
体

の
経
済
基
盤
に
も
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
岡
垣
町
も
全
国
的
な
人
口

減
少
の
例
外
で
は
な
く
、
現
状
の

ま
ま
推
移
す
る
と
人
口
は
３
万
人

を
切
る
ど
こ
ろ
か
２
万
人
を
切
る

こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

住
み
よ
い
居
住
環
境
の
整
備
を

継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
魅

力
、
強
み
を
高
め
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
で
す
。
あ
わ
せ
て
駅
南
側

の
開
発
に
伴
う
文
教
施
設
等
の
誘

致
や
、
中
心
市
街
地
の
区
画
整
理

事
業
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
経
済

基
盤
で
あ
る
町
税
の
増
収
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
津　

国
の
予
算
は
、
毎
年
１
０

０
兆
円
程
で
、
そ
の
内
50
兆
円
は

国
債
で
運
用
し
て
い
ま
す
。
10
年

後
に
は
国
民
の
貯
金
が
底
を
つ
い

て
し
ま
う
た
め
、
国
は
大
胆
な
財

政
措
置
を
断
行
し
て
お
り
、
市
町

村
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
り
、

問
答
無
用
の
市
町
村
合
併
も
現
実

化
し
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
人
口
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
で
農
業
、
商
工
業

曽
宮　

岡
垣
町
の
「
長
期
的
な
課

題
」
に
つ
い
て
、
町
長
の
認
識
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

10
年
先
、
20
年
先
の
ま
ち

づ
く
り
を
見
据
え
る
と
「
人
口
」、

「
人
づ
く
り
」、「
自
然
」
の
３
つ
の

課
題
が
浮
か
び
ま
す
。

　

人
口
で
は
、
少
子
化
対
策
が
最

も
重
要
で
あ
り
、
ふ
え
続
け
る
空

き
家
対
策
、
公
共
施
設
の
統
廃
合

も
含
め
た
総
合
管
理
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
づ
く
り
で
は
、
職
員
力
を
高

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

界
が
衰
退
し
、
町
の
元
気
が
な
く

な
っ
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

人
口
10
万
人
の
中
核
都
市
と
な

り
つ
つ
あ
る
宗
像
市
は
、
教
育
施

設
、
宗
像
大
社
、
沖
ノ
島
、
道
の

駅
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
現

実
的
に
は
国
が
あ
る
た
め
、
町
が

潰
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
今
こ
そ
町
の
10
年
先
を
見
据

え
た
大
胆
な
発
想
で
政
策
を
実
行

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

こ
れ
か
ら
10
年
先
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
と
人
口
が
減
少

し
て
い
く
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
特
に
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

人
口
減
少
な
ど
３
つ
あ
る

町
長

曽
宮
岡
垣
町
の
長
期
的
な
課
題
は

今
取
り
組
む
べ
き
政
策
を
着
実
に

町
長

市
津
10
年
先
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

金毘羅山からの眺望

高倉びわ

地
域
づ
く
り
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
人
材
の
育
成
に
向

け
て
、
生
涯
学
習
や
学
校
教
育
に

継
続
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

自
然
で
は
、
岡
垣
町
の
ま
ち
づ

く
り
は
一
貫
し
て
自
然
と
の
調
和

を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

そ
の
自
然
環
境
を
守
り
、
次
の
世

代
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
特
に
三
里
松
原
の
保
全
と

地
下
水
を
守
る
取
り
組
み
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

市津　広海 議員

曽宮　良壽 議員

す
。
こ
の
人
口
減
少
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
少
子
化
対
策
、
空
き

家
対
策
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

推
進
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
駅
南
側
開
発
事
業
も
本
年
末

ま
で
に
完
成
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
企
業
誘
致
等
の
条
件
整
備
が

進
み
ま
し
た
。
企
業
だ
け
で
な

く
、
文
教
施
設
の
誘
致
や
住
宅
地

と
し
て
の
整
備
な
ど
、
可
能
性
が

大
き
く
高
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
自
然
に

囲
ま
れ
た
住
み
よ
い
居
住
空
間
の

形
成
を
継
続
し
な
が
ら
、
今
取
り

組
む
べ
き
政
策
を
一
つ
ず
つ
着
実

に
実
行
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
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西　

資
源
循
環
型
の
社
会
の
実

現
の
た
め
に
は
資
源
の
有
効
利

用
、
ご
み
削
減
な
ど
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
学
校
給
食

を
調
理
す
る
と
き
に
出
る
野
菜
く

ず
や
食
べ
残
し
な
ど
、
食
品
廃
棄

物
の
再
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
本
町
で

も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

教
育
長　

学
校
給
食
に
お
い
て
毎

日
発
生
す
る
生
ご
み
の
減
量
化
を

行
い
、
再
資
源
化
に
取
り
組
む
こ

と
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

環
境
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
も

重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
方
法
を

学
校
の
規
模
や
そ
れ
ぞ
れ
の
摂
食

数
、
生
ご
み
の
分
量
な
ど
を
勘
案

木
原　

北
九
州
圏
域
で
の
岡
垣
町

は
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
役

割
が
重
き
を
占
め
て
お
り
、
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
に
は
定
住
促
進
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
地
方
創
生
に
よ
り
、

地
方
自
治
体
に
独
自
の
政
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
今
こ
そ
子
育
て
支

援
の
先
進
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
定
住
促
進
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

町
長　

移
住
人
口
の
増
加
を
目
的

し
て
、
ど
の
方
法
が
最
適
で
あ
る

か
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

西　

岡
垣
町
第
５
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
中
に
も
、「
循

環
型
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
ご

み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
進
め

ま
す
」、
と
あ
り
ま
す
。
町
内
の

事
業
系
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て
も

食
品
廃
棄
物
の
削
減
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　

事
業
系
の
食
品
廃
棄
物

は
、
通
常
は
燃
え
る
ご
み
と
し
て

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
北
九
州

市
の
エ
コ
タ
ウ
ン
に
あ
る
民
間
事

と
す
る
定
住
促
進
事
業
に
お
い

て
、
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
に

資
す
る
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
た
め
、
今
後
も
岡
垣
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
掲
げ
て
い
る
子
育
て
支
援
事

業
を
継
続
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な

子
育
て
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
で
、
子
育
て
支
援

に
よ
る
定
住
促
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

木
原　

本
年
度
か
ら
安
河
内
哲
也

氏
を
英
語
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
迎
え
、
英
語
教
育
改
革
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
２
０
１
６
が
始
ま
り

ま
し
た
。
英
語
教
育
の
現
状
と
今

慎
重
に
検
討
し
て
い
く

町
長

西

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
を

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く

町
長

木
原
子
育
て
支
援
で
定
住
促
進
を

給食センター

サンリーアイふれあい広場

木原　大輔 議員

西　美千代 議員

業
者
と
連
携
し
、
食
品
リ
サ
イ
ク

ル
・
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
事

例
も
あ
り
ま
す
。
コ
ス
ト
面
な
ど

課
題
も
多
い
た
め
、
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

西　

岡
垣
町
の
高
齢
化
率
は
つ

い
に
31
％
を
超
え
ま
し
た
。
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
場

所
と
し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
に
取

り
組
む
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

認
知
症
カ
フ
ェ
に
限
ら
ず
、

広
い
意
味
で
の
高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。

教
育
長　

聞
く
・
読
む
・
書
く
の

３
技
能
に
話
す
を
加
え
た
４
技
能

を
意
識
し
た
も
の
に
見
直
す
こ
と

で
、
子
ど
も
達
が
真
に
役
立
つ
英

語
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標

に
、
中
学
生
の
英
語
教
育
改
革
の

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
音
声
活
動
を
重
視
し

た
授
業
改
善
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
充

実
と
積
極
的
な
活
用
、
英
語
教
室

の
設
置
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
、
教
科

書
音
声
Ｃ
Ｄ
の
活
用
、
４
技
能
を

意
識
し
た
定
期
試
験
の
検
証
の
６

つ
の
柱
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
こ
れ
ら
岡
垣
町
独
自
の
英

語
教
育
改
革
の
内
容
を
検
証
し
、

着
実
な
も
の
と
な
る
よ
う
力
を
注

ぎ
ま
す
。
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平
山　

本
年
７
月
の
参
議
院
議
員

選
挙
は
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以

上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
本
町
で

は
初
め
て
の
投
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
全
国
的
な
投
票
率
は
54
・

7
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
投
票
率

は
年
々
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

投
票
率
の
傾
向
に
つ
い
て
、
町
長

の
見
解
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

全
国
的
な
投
票
率
の
低
下

傾
向
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
政
治

へ
の
不
信
、
失
望
感
、
社
会
全
体

の
閉
塞
感
、
無
関
心
層
の
増
大
な

ど
が
要
因
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

平
山　

岡
垣
町
の
投
票
率
は
全
国

よ
り
も
高
い
も
の
と
な
り
ま
し
た

が
、
若
者
の
投
票
率
が
低
く
、
投

票
率
を
上
げ
る
取
り
組
み
が
必
要

小
野　

国
道
３
号
岡
垣
バ
イ
パ
ス

４
車
線
化
の
早
期
実
現
に
向
け

た
「
国
道
３
号
岡
垣
バ
イ
パ
ス
４

車
線
化
整
備
促
進
期
成
会
」
の
設

立
と
活
動
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

町
長　

地
域
経
済
・
物
流
の
要
で

あ
る
国
道
３
号
は
、
北
九
州
市
と

福
岡
市
の
区
間
で
岡
垣
バ
イ
パ
ス

が
、
唯
一
の
２
車
線
区
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
災
害
時

平
山

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
投
票
率
ア
ッ
プ

投
票
率
向
上
の
取
り
組
み
を

町
長

小
野

議
会
と
連
携
し
て
取
り
組
む

岡
垣
バ
イ
パ
ス
４
車
線
化
の
早
期
実
現
を

町
長

小野　元次 議員

平山　正法 議員

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町
長　

私
は
、
特
に
次
代
を
担
う

べ
き
若
い
世
代
の
投
票
率
の
低
下

を
危
惧
し
て
い
ま
す
。
若
い
世
代

に
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
若
い
人
た
ち
が
も
っ

と
積
極
的
に
立
候
補
す
る
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
立
候
補
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

平
山　

岡
垣
町
の
選
挙
で
は
、
岡

垣
町
長
選
挙
と
岡
垣
町
議
会
議
員

選
挙
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も

投
票
率
が
低
下
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
若
者
・
高
齢
者
の
投
票
率
向

上
の
た
め
の
具
体
的
な
対
策
・
施

策
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

私
は
町
政
を
預
か
る
者

と
し
て
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
み
ん
な
が
夢
を
描
く
こ
と
が

２車線の岡垣バイパス

で
き
、
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
、
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
が
、
投
票
率

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
や
事
故

発
生
時
の
旧
国
道
３
号
の
道
路
渋

滞
の
課
題
が
あ
り
、
福
岡
県
や
近

隣
市
町
に
４
車
線
化
の
必
要
性
の

認
識
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
８

月
８
日
に
「
国
道
３
号
岡
垣
バ
イ

パ
ス
４
車
線
化
整
備
促
進
期
成

会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
早
期
実
現
の
た
め
、
県

や
北
九
州
国
道
事
務
所
な
ど
と
協

議
を
重
ね
、
九
州
地
方
整
備
局
や

国
土
交
通
省
へ
の
要
望
活
動
を
行

い
ま
す
。
議
会
と
連
携
し
た
要
望

活
動
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
す
る

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
野　

国
道
３
号
岡
垣
バ
イ
パ
ス

４
車
線
化
整
備
と
の
兼
ね
合
い
を

考
え
、
国
道
３
号
岡
垣
バ
イ
パ
ス

と
国
道
４
９
５
号
を
結
ぶ
県
道
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

町
長　

国
道
３
号
と
国
道
４
９
５

号
を
結
ぶ
県
道
、
岡
垣
宗
像
線
山

田
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
、
予
備
設

計
や
詳
細
設
計
が
一
部
完
了
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
県
道
整
備
に
よ
り
、
国
道

３
号
と
国
道
４
９
５
号
が
最
短
で

つ
な
が
り
、
若
松
方
面
と
福
岡
方

面
と
の
物
流
の
円
滑
化
・
効
率
化

が
図
ら
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
と
あ

わ
せ
て
、
岡
垣
バ
イ
パ
ス
が
４
車

線
化
さ
れ
る
こ
と
で
広
域
幹
線
道

路
機
能
が
強
化
さ
れ
、
交
通
面
で

の
利
便
性
の
向
上
と
地
域
の
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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「
空
き
家
対
策
・
定
住
促
進
」
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
自
治

体
が
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
わ
が

町
で
も
、
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
施
策
を
制
度
化
・
予
算

化
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
度
は
県
内
先
進
地
と
都
市
部
（
都
内
）
を
、
こ
の
た

び
は
既
に
人
口
減
と
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
山
陰
の
自
治
体

の
中
か
ら
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
地
を
選
ん
で

研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

　

ど
の
地
方
自
治
体
も
課

題
を
同
じ
く
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
解
決
策
も
同

じ
で
、
そ
れ
は
、
新
た
な

地
方
の
価
値
創
造
を
「
広

域
的
地
域
連
携
」
で
取
り

組
ん
で
行
く
べ
き
と
感
じ

ま
し
た
。

委員会視察研修・活動レポート

総
務
産
業
常
任
委
員
会

日　

時　

平
成
28
年
８
月
２
日
～
４
日

視
察
先

　
　

島
根
県
邑お
お
な
ん南

町

　
　
　
　
　

大お
お
だ田

市

　
　

鳥
取
県
日に
ち
な
ん南

町

視
察
の
目
的

　
　
・ 

攻
め
と
守
り
の
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
・
定
住
促
進
の
取
り
組
み

　
　
・ 

空
き
家
の
活
用
に
よ
る
移
住
定
住
の
取
り
組
み

大　田　市

湯川災害現場

邑　南　町

日　南　町

町道認定現場（海老津駅南側）

　

7
月
13
日
の
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
で
通
行
で
き
な

く
な
っ
た
町
道
湯
川
・
内
浦
線
を
、
委
員
会
で
は
7
月

15
日
に
現
場
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
復
旧
作

業
に
よ
り
9
月
16
日
15
時
か
ら
通
行
止
め
は
解
除
に
な

り
ま
し
た
。
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日　

時　

平
成
28
年
７
月
12
日

場　

所　

福
岡
県
自
治
会
館

研
修
の
目
的

　
　

委
員
会
制
度
及
び
そ
の
運
営
に
つ
い
て

委
員
長
・
副
委
員
長
研
修
会

　

議
会
に
お
け
る
委
員
会
制
度
は
、
現
在
の
地

方
自
治
に
お
い
て
専
門
性
と
効
率
性
の
向
上
を

目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
多
岐
に
わ
た

る
分
野
を
各
委
員
会
が
分
担
し
て
審
議
す
る
こ

と
が
効
率
的
で
あ
り
、
議
員
と
し
て
の
資
質
を

よ
り
高
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
も
各
委
員

会
で
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
今
年
度
の
活
動

テ
ー
マ
は
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
で
す
。

　

下
諏
訪
町
で
は
小
学
校
１
年
生
か
ら
英
語
教

育
を
行
い
、
聞
く
・
話
す
能
力
を
伸
ば
す
取
り

組
み
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

南
箕
輪
村
は
「
子
育
て
し
や
す
い
、
人
口
が

ふ
え
る
村
」
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

箕
輪
町
は
独
自
の
高
齢
者
健
康
づ
く
り
ア

カ
デ
ミ
ー
教
室
や
健
康
講
座
な
ど
を
実
施
さ

れ
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
取
り
組
み

を
し
た
こ
と
で
医

療
費
が
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
研

修
を
今
後
の
委
員

会
活
動
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

日　

時　

平
成
28
年
７
月
25
日
～
27
日

視
察
先
及
び
目
的　

長
野
県
下し
も
す
わ

諏
訪
町　

英
語
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南み
な
み
み
の
わ

箕
輪
村　

子
育
て
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

箕み
の
わ輪

町　
　

健
康
づ
く
り

箕　輪　町南 箕 輪 村

下 諏 訪 町
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議　会　の　動　き
６月定例議会終了後の本会議・委員会・
協議会等についてお知らせします。

日時 委員会等 議　　題

  6月23日 議会広報 議会だより編集

  6月24日 全員協議会 住民懇談会リハーサル

  6月30日 住民懇談会 平成28年度予算審議状況説明
各委員会テーマによる説明・意見交換

  7月  5日 議会広報 議会だより編集

  7月15日 総務産業 湯川崖崩れ現地視察

  7月15日 文教厚生（協） 行政視察研修説明

  7月25日
  ～27日 文教厚生 行政視察研修（長野県下諏訪町・

南箕輪村・箕輪町）

  8月  2日
  ～4日 総務産業 行政視察研修（島根県邑南町・

大田市・鳥取県日南町）

  8月22日 議会運営 第３回定例会

  9月  2日 本 会 議 ９月定例議会開会
上程・委員会付託

  9月  2日 議会広報 議会だより編集

  9月  4日 議会運営 審議日程の変更

  9月  5日 全員協議会 審議日程の変更

  9月  6日 本 会 議 一般質問（４名）

  9月  7日 本 会 議 一般質問（２名）

  9月  8日 文教厚生 付託案件審査

  9月  8日 総務産業 付託案件審査

  9月  9日 全員協議会 国道３号岡垣バイパス４車線
化整備促進期成会の設立ほか

  9月12日 連合審査会 付託案件審査

  9月12日 議会運営 追加議案

  9月13日 連合審査会 付託案件審査

  9月15日 本 会 議 ９月定例議会閉会
議決

  9月15日 議会広報 議会だより編集

議友会との懇談会
　

全
員
協
議
会
の
中
で
、
元
町
議
会
議
員
で
構
成
す
る
議
友
会
の
皆
さ
ん
と

「
岡
垣
町
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

海
老
津
駅
周
辺
の
整
備
状
況
や
波
津
漁
港
の
活
性
化
、
観
光
拠
点
施
設
「
北

斗
七
星
」
の
活
用
な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
変
参
考
と
な
る
意
見
が
多
く
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。 日　

時　

平
成
28
年
９
月
９
日

場　

所　

第
２
・
３
委
員
会
室
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岡垣町の こ こ は ど こ ？

　扉を開けると、木のぬくもりと木の香
りが感じられる施設です。
　館長やスタッフも満面の笑みで出迎え
てくれる、アットホームな環境です。
　さまざまな遊びや世代間交流、ボラン
ティアや伝統文化、自然科学の体験を通
じて自ら生きる力を引き出し地域や社会
に貢献できる知識と経験を身につける場
所であり、岡垣町の子どものための重要
な役割を担っています。
　この場所からのつぶやき「これからも
ずっとみんなの居場所でありたいなー」。

No.108の岡垣町の「ここはどこ」の答えは、元松原区にある安楽院でした。

７・８・９月の主な出来事

編
集
後
記

発
行
責
任
者

　

議　
　

長　

横　

山　

貴　

子

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

神　

崎　

宣　

昭

　

副
委
員
長　

平　

山　

正　

法

　

委　
　

員　

西　
　
　

美
千
代

　

委　
　

員　

三　

浦　
　
　

進

　

委　
　

員　

森　

山　

浩　

二

　

委　
　

員　

木　

原　

大　

輔

木
原
　
大
輔

　

今
回
、
９
月
議
会
で
は
、
私
が

予
定
し
て
い
た
一
般
質
問
が
翌
日

に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
理
由
は
、

台
風
12
号
が
岡
垣
町
を
通
過
す
る

予
報
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
早
め
の

対
応
で
前
日
に
議
会
運
営
委
員
会

の
中
で
協
議
し
、
延
期
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

学
校
関
係
も
休
校
が
決
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
当
日
は
何
事
も
な

く
台
風
は
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
り

通
過
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
部
で
は
「
議
会
を
開
け
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
」・「
学
校
に
行
け
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
の
声
も
耳

に
し
ま
し
た
が
、
決
し
て
間
違
っ

て
い
な
い
早
め
の
良
い
決
断
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
何
事
も
な
い
の

が
一
番
で
す
が
、
早
め
の
対
応
こ

そ
災
害
か
ら
身
を
守
る
方
法
だ
と

思
い
ま
す
。

　

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、
皆
さ

ま
の
ご
家
庭
は
い
か
が
で
す
か
。

表紙への想い リズムに合わせてマーチング（第一幼稚園運動会）

波津海岸サマーフェスタ

納涼夏まつり（社会福祉協議会）

青少年の主張大会

東部保育所運動会

発
行
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岡

垣
町
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会

　
議
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／
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広
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特
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委
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会
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岡垣町議会

会議録検索システム
◆ 会議録検索システムは、議会

本会議記録を議会ホームペー
ジで検索閲覧できるシステム
です。

◆  会議録は議会事務局やサン
リーアイで閲覧できます。

　（詳しくは議会事務局まで）

会議録を閲覧してみませんか

11月25日㈮
開会の予定
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びわりん＆びわすけ


